
反響メールに返信をするその前に・・・

[受信メールの詳細例] 

 

エンドユーザーがメールソフトを開き、受信トレイに蓄積されたメールをチェックしてするとき、最初に目に入るのは「差出人」と「件

名」。そこで、「差出人」の欄に送り主のアドレスがそのまま表示されているものと、社名・氏名が表示され、誰から送られたか一目で

分かるものでは、第一印象が違います。 

 

また、不動産会社からの返信に気付き、内容を確認したとき、メールソフトに表示される「宛先」部分にただアドレスが表示されてい

るものと、「○○様」と自分の名前が表示されているものでは、もちろん後者の方が、ていねいな対応である印象を受けるでしょう。 

 

このように、メール対応の際、本文以外の部分にも気を配ることで、メールの視認性を高めたり、イメージアップを図ったりすることが

できます。せっかくの問合せをより確実に成約につなげるために、今一度、メールソフトの設定を確認してみてはいかがでしょうか。 

また、メール詳細を見ても、受信者のアドレスがそのまま出ているものと、名前が出ているものがあります。 

単なるアドレスが表示されているより、名前が表示されている方が良い印象を受けませんか？ 

メールを送る際には、 

が表示されるようにメールソフトの設定をしておきましょう。 

△△ 一郎様 

 

上記例の受信メール一覧を見比べてみると、From(送信元）に名前が表示されているものと、アドレスがそのまま表示 

されているものがあります。 

[エンドユーザー側の受信メール一覧例] 

アットホーム（株） ○○ 

account-noreply@▲▲▲.com 

at_home333@■■■.co.jp 
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差出人名（自分の名前）の設定①

返信メールには、自分のメールアドレスに名前が表示されている方が好ましいですが、メールソフトで何も設定が行われていないと

相手先にはそのまま自分のアドレスが表示されるだけとなります。 

何通ものメールが届く中、知らないアドレスからの通知では、見過ごされてしまいかねません。 

メールソフトで一度登録しておけば、すべての送信メールに適用されるので、最初に確認しておきましょう。 

エンドユーザーに何通ものメールが届いている中、差出人に単なるアドレスではなく、名前が表示されていれば、それだけ目に留

まりやすくなります。また、これからお客様へ物件紹介していく会社のメールマナーとしても好ましいと言えるでしょう。 

[エンドユーザー側受信メール] 

  

[表示設定が行われていない状態] 

[エンドユーザー側受信メール] 

[表示設定が行われている状態] 

at_home333@■■■.co.jp 

アットホーム（株） ○○太郎 
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差出人名（自分の名前）の設定②
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エンドユーザーの名前の登録①

 

送り主が相手の宛名が設定していないと、アドレスがそのまま表示されたり、相手側のメールソフトで設定して 

いるアカウントの名前が表示されます。 

送り主が相手の宛名を設定していれば、相手側に○○様などの表示をさせることができます。 

では、実際に反響メールからメールソフトの設定を行ってみましょう。 

相手の名前を宛先に表示させるには、メールソフトでのアドレス帳登録が必要です。 

反響が入った際、その都度エンドユーザーの情報を登録する必要がありますが、反響のお知らせメールから内容を貼付ければ、 

それほど手間も掛からないので、手順を覚えておきましょう。 

 

[エンドユーザー受信メール] 

[エンドユーザー受信メール] 

000000@athome.co.jp 

○○一郎様 
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エンドユーザーの名前の登録②

 

宛先にエンドユーザーの名前を表示させるにはメールソフトのアドレス帳に登録を行います。 

 [アドレス帳] 
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